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 まえがき  

この規格は，一般社団法人日本溶接協会（以下，協会という。）の定款及び諸規定に基づいて規格案が作

成され，パブリックコメント公募を経て規格委員会の審議及び理事会によって承認された日本溶接協会規

格（WES）である。 

当協会は，この規格に関する説明責任を有するが，この規格に基づいて使用又は保有したことから生じ

るあらゆる経済的損害，損失を含め，一切の間接的，付随的，また結果的損失，損害についての責任は負

わない。また，この規格に関連して主張される特許権及び著作権などの知的財産権の有効性を判断する責

任も，それらの利用によって生じた知的財産権の侵害に係る損害賠償請求に応ずる責任ももたない。そう

した責任は，全てこの規格の利用者にある。 

この規格の内容の一部又は全部を他書に転載する場合には，当協会の許諾を得るか，又はこの規格から

の転載であることを明示のこと。このような処置がとられないと，著作権及び出版権の侵害となり得る。 
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序文 

この規格は，次の国際規格及び標準報告書の規定を考慮し，技術的変更を加えて作成した日本溶接協会

規格である。 

― AWS B4.0:2016，Standard Methods for Mechanical Testing of Welds 

― ISO/TR 17641-3:2005，Destructive tests on welds in metallic materials－Hot cracking tests for weldments－
Arc welding processes－Part 3: Externally loaded tests 

1 適用範囲 

この規格は，炭素鋼，低合金鋼，ステンレス鋼及びニッケル基合金の溶接材料を用いた溶着金属の凝固

割れ感受性を相対的に評価するためのトランス・バレストレイン試験方法について規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0601 製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状：輪郭曲線方式－用語，定義及び表面性状パラメ

ータ 

JIS Z 3001-1 溶接用語－第 1 部：一般 

JIS Z 3001-7 溶接用語－第 7 部：アーク溶接 

JIS Z 3111 溶着金属の引張及び衝撃試験方法 

JIS Z 3253 溶接及び熱切断用シールドガス 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS Z 3001-1 及び JIS Z 3001-7 による。 

3.1 
試験材 

試験片を採取するために，開先溶接又は肉盛溶接されたもの 

3.2 
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